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水俣湾では浚渫・埋立事業後も総水銀（THg）濃度は背景値より高い状態が続いており、

特に夏季には底層水中のメチル水銀濃度が急増する現象が報告されている。しかし、その

メカニズムは十分に解明されていない。 

本研究では、Delft3D-FLOW および WAQ の Open PLCT モジュールを用い、水俣湾に

おける溶存水銀の輸送・変換モデルを構築した。特に、降水に伴う表層への直接水銀輸入

と、水温・降水に依存する底泥からの水銀溶出フラックスを陥に組み込んだ点が本モデル

の特徴である。 

計算結果は表層・底層において観測値と良好な一致を示し、豪雨イベント時に表層 THg 

が急上昇する推移を再現した。ただし、中層（10 m）での急変動は未再現であり、鲛直輸

送過程の表現に課題が残る。以上より、水俣湾の溶存水銀動態における降水の役割を定量

的に示すことができた。 


